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＜連絡事項＞

· 12/7（木）、8（金）伝達講習「短時間で書ける記録のテクニック」開催予定。

· 外線電話の使用について～相手と直接連絡が取れなかった場合の連絡方法や関係機関等への連絡方法について、今後のカンファレンス時間内で検討していく。

· 上半期の病院収支報告が出ているので、各自資料に目を通しておくこと。

＜外来情報＞

· 関　秀治様　～本日外来受診されている。祖父の葬式が今週金曜日であることを報告されている。
　　　　　　　9日分の処方がでている。

· 秋山　和子様～足を捻挫し岸原病院受診したことを報告されている。担当医からは、軟膏と湿布の
　　　　　　　同時使用は出来ないことを伝えている。

· 溝越　キク様～血圧170/100台となっている。不調の訴えは聞かれない。

· 其田　淑子様～血圧低めであるが、不調の訴えは聞かれない。

· 田名部浩平様～母様より缶コーヒーの摂取量が多いとの情報提供あり。本人に、缶コーヒーの摂り
　　　　　　　過ぎで糖尿病になる可能性もあることを伝えている。本人からは禁煙の希望聞かれ
　　　　　　　ており、禁煙外来について説明している。

· 戸賀沢　潔様～お金の貸し借りは禁止であること、守れない場合は入院の可能性もあることを再度
　　　　　　　伝えている。

· 神山　和典様～デイケアの女性メンバーが他の男性と出かけて嫌な気分になったと話されている。

· 淡路智恵子様、村井節子様～採血実施。

＜利用者様情報＞

· 田名部浩平様～外来受診時、母様に自宅での生活状況について確認している。睡眠は以前よりも取
　　　　　　　れており、服薬も母の前で行っている。一方、最近は入浴が週１回程度になって
　　　　　　　いるとのこと。また、昨日は親子で東京へ日帰り旅行をしたと話されている。
　　　　　　　⇒入浴の回数を増やすよう助言している。今後も母様から生活状況について伺って
　　　　　　　いく。

· 中居美津子様～利用契約書の件について、スタッフが姉宅に電話するが連絡が取れないため、その
　　　　　　　ことを本人に伝えている。本人からは「出かけることが多くて、いついるか分から
　　　　　　　ない。知らない電話番号は拒否をしているかもしれない」と話がある。
　　　　　　　⇒電話連絡が難しい為、手紙を送り連絡をとることとする（本人了承済み）。

· 中村与一郎様～以前デイケア利用されていた井畑光湖様より電話があったと報告ある。これまで他
　　　　　　　院に入院していたと聞かされたとのことで「驚きました」と話されている。
　　　　　　　⇒川口八寿子様にも同様の電話連絡があったとの情報提供あり。今後、他メンバー
　　　　　　　にも井畑様から電話連絡がある可能性も考えられる。連絡を受けたメンバーに対し
　　　　　　　ては、個人的なやりとりでもあるため不用意に他メンバーに伝えないことを説明し
　　　　　　　ていく。

· 大釜　久直様～昼食後土足のまま室内に上がっている。スタッフの声掛けにて、「すみません。
　　　　　　　もうしません」と話されている。
　　　　　　　⇒病状変化につながる行動がないか様子観察していく。

· 村田　昭一様～昨日風邪症状の為ナイトケア欠席されている。昨日夕青明舎職員が自宅訪問した際
　　　　　　　には体温37℃であったとのこと。本日は仕事を休まれている。夕方以降青明舎職
　　　　　　　員が再度自宅訪問の予定となっている。

· 平　康子様　～最近の様子について情報交換
　　　　　　　①ぼんやりとした表情をされていることが多い。運動も拒否がちである。
　　　　　　　・本人は「年金申請書類の書き方がわからなくてストレスになる」と話しているが、
　　　　　　　職員の説明で完成させても、ストレスの解消につながった様子は窺えない。
　　　　　　　・青山荘退所から3ヶ月ほど経っており、環境変化による緊張が解ける時期である。
　　　　　　　グループホームでの対人関係による疲労も考えられる。
　　　　　　　②更衣、入浴とも週1回のみで体臭がある。
　　　　　　　・メンバーからも体臭を指摘され、スタッフが更衣、入浴を促すも渋っている。
　　　　　　　・本日は風呂道具持参しており、デイケアで入浴される。
　　　　　　　⇒疲労感などを軽減する為、青明舎職員より青山荘の短期利用も視野に入れて検討
　　　　　　　予定とのこと。デイケアでは今後も入浴、運動を促していく。

＜青山荘より情報提供＞

· 番沢　政勝様～腰痛による安静のため欠席が続いていたが、昨日より通所再開している。整骨院で
　　　　　　　運動を勧められており、本人も「運動しないといけないと思う」と話されている。
　　　　　　　様子をみながら徐々に行っていくよう声掛けしていく。母様の影響を受けやすいた
　　　　　　　め、職員より母様に本人様へのかかわりを控えていただくよう伝えているとのこと。

· 大久保康弘様～生活保護申請の為、本日担当者と面談実施予定。

· 伊藤　雄一様～デイケア体験利用中。顔見知りなメンバーもいることから、マージャンに誘われる
　　　　　　　などスムーズな利用ができている。環境に慣れてくると自己評価が高くなるため、
　　　　　　　正式利用に向けて様子観察していく。

· 清水　泰雅様～自宅で就床前薬と朝食後薬の飲み忘れがあるとのこと。訪問看護導入に向けて五福
　　　　　　　と日程調整中。家族から本人とのかかわり方について相談を受けている。

· 宮　陽子様　～病状安定しており、年明けより週1回程度うみねこ幸房利用する方向で検討中。

＜デイケア利用者様検討＞

晴山　美智子様　

①職親利用についての面談と経過報告

· H19年3月31日まで現在の仕事を継続することで了承。

· 当初は「送迎は父に迷惑を掛けるから」と話すも、＜きりの良い所まで続けましょう＞との意見を受けて「がんばります」と話される。

· 通勤は「南郷区役所まで南部バス利用」→「区役所から職場までコミュニティバス利用」だが、年内にコミュニティバスが廃止になるとのこと。面談実施後、自分でタクシー会社に電話し、区役所～職場間のタクシー利用について交渉を行っている。

→タクシー利用の交渉を行ったことについて、本人のやる気、行動力を評価していく。
タクシー利用になる場合は交通費がかさむが、職親はあくまでも就労に向けての訓練であるため、収入よりも仕事の継続を目標とする。

②本人、家族へのかかわりについて

＜本人のやる気、行動力をフィードバック、評価する＞

· カウンセリングでは、「自分自身の成長」が課題となっている。家族とほどよい距離・関係を保ちながら自分自身の生活をどのように作り上げていくか、本人のモチベーション、行動について振り返りと評価を行っていく。

· カウンセリングがない週の通所利用については、本人が仕事とデイケア利用のバランスをどのようにとっているかを確認し、枠を設けていく。欠席時は必ず連絡していただく。

＜スタッフが家族の協力者となる＞

· 現場からは「欠勤時の連絡が遅い」とのクレームが届いている。本人の話では、体調が悪く休むつもりでも家族が「休んではいけない」と無理に本人を連れて行くこともあるとのこと。当面はクレームについて本人に伝えずに様子をみていく。家族に対しては「決定は本人がする」ことを伝え、理解を求めていく。

· 母様が本人に厳しく関わり、父様が母様の言動に影響される面がある。家族の話を聴いていくことで、家族のかかわり方も良い方向に変わってくる。

· 今後も家族連絡、関係機関同士の連携を密にしていく。

